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JFIK 嶺理事長からのメッセージ： 

「名瀬谷戸の会の「環境大臣賞」受賞、心よりお喜び申し上げます！JFIK にとっても歴史的な快挙です。H21 の

田中真次さんにお願いして、思いを語っていただきました。」 

          

「令和 8 年度 環境大臣賞 地域環境保全功労者表彰」の受賞報告 

                                         2026年 7月吉日 

                                         名瀬谷戸の会 会長 

                                             田中 真次                        

  

横浜市戸塚区にある名瀬の里山の保全活動のきっかけは、里山林の所有者の高齢化などにより利用と整備がな

されなくなり、横浜市への土地売却でその荒廃がさらに目立つようになりました。2015 年に土地所有者より生ま

れ育った里山の再生とこどもたちがいつでも遊びに来られる里山作りの依頼があり、同年 12 月から JFIK 会員の

有志の皆さんと一緒に最も荒廃が目立った竹林整備を開始しました。2016年 4月に

名瀬谷戸の会を設立して、同年 7 月に横浜市により約 6.5 ha の里山を管理する森

づくり活動団体として承認され、現在 JFIK 会員をコアメンバーとして約 150 名の

会員の皆さんと一緒に組織運営をしております。 

名瀬谷戸の会は今年 4 月に設立 10 周年の節目を迎え、環境省への横浜市からの

推薦により 6月 25日に「環境大臣賞 地域環境保全功労者表彰」を受賞しました。

これは、2025年 11月の横浜市からの「第 32回横浜環境活動賞 大賞」に続く顕彰

で、長年の下記環境活動が対象になっているそうです。 

・地域の自然環境や生活環境の保全活動 

・地域の環境美化、清掃活動 

・地域ぐるみの環境教育や普及啓発の活動 

・長期間継続して地域の環境保全に貢献している団体・個人 

名瀬谷戸の会の「産官学民連携体制による里山保全活動と里山環境教

育活動の一体化事業」が上記地域環境保全活動に関して顕著な功績があ

ったと環境省に高く評価していただきました。日頃よりご支援くださっ

ている関係者の皆さんに心より御礼申し上げます。 

この事業は名瀬谷戸の会が名瀬の里山という身近な自然環境を舞台

に、企業、行政、学校、地域住民の多様なステークホルダーと対等なパ

ートナーとして連携して、このネットワークのハブとして里山保全活動

と里山環境教育を一体的に進めてきた点が大きな特徴です。企業は組織

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

左側から和田昇、田中真次、

當麻英夫、福田渉 

里山環境教育の現場 

http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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運営資金の提供、環境学習、里山イベント開催などの協賛、横浜市は第 1次・2次保全管理計画の立案や指導、里

山保全道具の提供や森づくり研修などの支援、地域の大学・小学校は講座開催や四季折々のアラカルトメニュー

での学年毎の里山校外学習の依頼、地域住民は里山保全管理、環境教育の支援などで、地域に根差した里山環境

活動を温かくバックアップしていただいております。 

この里山環境活動では、希少種の生きものたちの保護や育成を含む保全管理活動にとどまらず、たくさんのこ

どもたちは本物から学ぶという国内 No.1 の実績を持つ里山環境教育の基本理念のもとに、自然の恵みを将来にわ

たって守り育てる体験活動などを通して、生物多様性や森・川・海の自然生態系の繋がりの大切さを学んでいま

す。 

あの 10 年前の荒廃していた里山に多様な動植物が戻り、四季を通じて様々な自然観察会やイベントを楽しめる

フィールドとしての成果を着実に積み重ねております。今回の受賞を励みとして、今後も引き続きこれらのステ

ークホルダーとの緊密な連携をさらに深めながら、数百年の歴史、文化、伝統などを持つこの里山を次世代へ引

き継ぐ仕組みづくりや、ネイチャーポジティブの視点を取り入れた取り組みを積極的に進めていきたいと思いま

す。 

この環境大臣賞受賞は、これまで里山環境活動を支援していただいた名瀬谷戸の会員の皆さん、企業、行政、

学校、地域住民、そして里山を愛する多くの方々のお力添えの賜物です。今後とも国内の里山モデルとして認識

されている「産官学民連携体制による里山保全活動と里山環境教育の一体化事業」をさらに成長拡大させ、地域

の誇りとなる里山づくりをリードしたいと思います。                       以上 

 

☕活動報告 
■名瀬谷戸の会 

 1 回目 定例活動 

・日時：7月 4日（土）10:00～15:00 

・参加者：合計 39名 

JFIK：9名 地元・地域：9名 ファミリー：2名 横浜メダカの 

会：7名 見学：12名 

・作業内容：●ゾーン 8および近藤竹林 ササ刈り、草刈り、午後 

からは鉄塔から近藤竹林に向かう尾根道のササ刈り、草刈り 

●ゾーン 6草刈り ●アジサイ園のアジサイ花柄摘み、枝の調整  

●里山体験農園作業 イネの育成調査、田んぼ周辺の草刈り、水 

路の整備 ●横浜メダカの会 メダカ池整備、水質調査、水生生物

調査、イネの配布 

 

 2 回目 定例活動 

・日時：7月 12日（日）10:00～15:00 

・参加者：合計 6名  

JFIK：4名 地元・地域：2名 

・作業内容：●環境大臣賞祝賀会の打ち合わせ 

 ●アジサイ園の花柄摘み 

 3 回目 定例活動 

・日時：7月 13日（月）10:00～15:00 

・参加者：合計 18名  

集合写真 

アジサイの花柄摘み 

JR 鉄塔周りの除草 
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JFIK：5名 地元・地域：13名  

・作業内容：●ゾーン 8上の JR 鉄塔周りの除伐、草刈り、クズ駆除●アジサイ園のアジサイの花柄摘み、木の調 

整 ●クリの木伐採●久右衛門邸裏の斜面の除草 

 

 4 回目 定例活動 

・日時：7月 21日（火）10:00～12:00 熱中症警告アラート発令の 

ため午前作業のみ 

・参加者：合計 12名  

JFIK：4名 地元・地域：8名  

・作業内容：●久右衛門邸裏斜面の草刈り ●アジサイの花柄摘 

み、樹形の調整 ●ゾーン 8上の鉄塔周り除伐・草刈り 

 （福田 記） 

 

■四季の森公園 

「特定植物観察会～ヤマユリ」 

日 時：7月 5日（日）13:00～14:30 曇のち雨 

場 所：神奈川県立四季の森公園 会議室、はす池・あし原湿原周辺 

参加者：一般 15名 公園職員 1名 

スタッフ：佐藤（淳）、鈴木（茂）、西岡、藤井（久）、菅原（あ）、日比野、久野、広川、志村 

  

 前日の予報は雨でしたが当日は朝から曇り、このままもってくれればと思っていましたが、最後の 30 分で強い

雨に見舞われてしまいました。最初に室内でスライドを使ってユリの名の由来や日本に自生するユリの種類、ヤ

マユリの生育環境や花や葉のつくり、球根や根などについて 20分間説明をしました。その後外へ出て 15人を 3班

に分けて野外観察を実施しました。 

 筆者の同行した班では最初に雄性（ゆうせい）先熟、雌性（しせ

い）先熟の説明をして、最初に雌性先熟であるカラスビシャクの観察

をして、次に雄性先熟であるタチアオイのところへ移動して咲き始め

の雄蕊だけの花と中から雌蕊が伸びてきている花を観察しました。 

 ヤマユリはたくさん咲いていました。木漏れ日の当たる日陰の傾斜

地で水はけがよく風通しのよい所を好み、北や西斜面にあります。花

は花弁が６枚に見えますが、外花被片（萼（がく）の変化したも

の）、内花被片（花弁）がそれぞれ 3 枚からなります。黄色い筋と赤

い蜜標で昼間のアゲハチョウ、強い匂いで夜のスズメガを誘って 24 時間営業で花粉媒介をしてもらっています。

咲いてすぐの雄蕊、雌蕊はまっすぐですが、時間が経つと受粉がしやすいよう雄蕊の葯は T 字型になり、雌蕊の

柱頭は上向きに曲がります。                     

葉のつき方（葉序）はより多くの葉に光が当た

りやすいような工夫がされていて、茎を取り巻い

て螺旋状に葉がつく螺旋葉序と、二列方向の平面

上に葉のつく二列互生があります。斜面で自重に

耐えられず横たわるような姿になると二列互生に

なりやすいようです。ヤマユリの螺旋葉序の場合、

葉は 135°ずつ位置を変えながら螺旋状につき、3

久右衛門邸裏斜面の草刈り 

先は二列互生、根元は螺旋    葉の枚数を数える  

咲き始めと時間のたったもの 
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回転して 8枚目が起点の葉の位置と重なります。実際に葉を数えて起点と 8枚目が重なるか確認しました。 

樹木の実が成熟中でした。黄色から赤に変化中のウワミズザクラの

実、割れ目のある緑色の卵型のマンサクの実、赤いヒメコウゾの実、

奴さんの袴のようなミツバウツギの実、葉の中心に黒い実のつくハナ

イカダ、5つに分かれているツリバナの実。最もきれいだったのはヤブ

デマリの赤い実です。熟すと黒紫色になります。 

 咲いていた花は、ヒヨドリバナ、オカトラノオ、ウズアジサイ、 

花の近くの葉が白いハンゲショウ、シシウド、アキカラマツ、イヌゴ

マ、ハエドクソウ、ノササゲ、オニドコロの雄花雌花、葉が牛の顔の輪郭型のミゾソバ、キツリフネ、アフリカ

ハマユウ、ヤブカンゾウ、ネムノキ、ヘメロカリス、黒いむかごのオニユリ（1 本だけ、花はなし）、ヒメヒオウ

ギズイセン、ミソハギなどが見られました。 

 最後にハス池にある大賀ハスの観察をしました。1951 年に千葉県千葉市で発掘された、約 2,000 年前の古代ハ

スの実から発芽・開花したハスです。一重咲きで大ぶりの花が特徴です。途中から雨に降られてしまいましたが

たくさんの植物をみることができ、充実した観察会となりました。               （志村 記） 

 

■室内勉強会「秋田さ来たんだば、まんず男鹿半島・大潟ジオパークさ来てたんせ」（Zoom オンラインで実施） 

日 時：7月 10日（金）19:30～21:00 

講 師：高橋利宏（R2） 

参加者：梶浦、河野、菅原（あ）、鈴木（敏）、関、瀬尾、廣浜、藤井（久）、松井、山本（明）、嶺、 

佐藤（淳）計 12 名 

 

男鹿半島・大潟ジオパークは秋田県の男鹿市と大潟村に拡

がる 444.92 ㎢の地域です。独特の地質学的特徴と特色ある自

然や歴史や文化をもった地域として、2011 年に日本ジオパー

ク委員会から認定されました。ジオパーク認定の条件とし

て、当該地域の保護保全、観光振興、教育研究、防災減災、

利害関係者の参画促進といった面から活発に運営されている

必要があります。地域の特色あるすべての要素を維持管理

し、活用し、継承していく官民一体となった取り組みのよう

です。 

高橋さんは、お仕事で 2021 年から 2年間秋田市に勤務されたことがきっかけで、2022年からジオパークガイド

として活動しておられます。男鹿半島は 7,000 万年前から現在に至る岩石や地層が連続的に露出し地球活動の変

遷をたどれ、日本海の拡大とそれに伴う環境変化を知るためにも重要と、スケールの大きなお話です。また八郎

潟干拓により、自然豊かな中央西部は 1977 年に国指定大潟草原鳥獣保護

区となり、珍しいオオセッカも含めて 200 種以上の野鳥が見られるそう

です。 

なまはげ伝道士という肩書もお持ちの高橋さんによると、なまはげの

語源は「ナモミ（手足にできる低温やけど）を剥ぐ（ナモミはぎ）」がな

まったもので、大みそかの夜にやってきて、寒い日に囲炉裏端にかじり

ついている怠け者を戒め、さらに無病息災、家内安全、五穀豊穣をもた

らす来訪神です。恐ろしい鬼ではなく、角の無いなまはげもいるそう

です。本山にある赤神神社はなまはげ伝説発祥の地であり、なまはげ

雨の中、ヤブデマリの実を観察 

赤神神社（なまはげ伝説） 

男鹿半島・大潟ジオパーク全景 
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の一番古い記録は日本の民俗学の先駆といわれる菅江真澄（1754～1829）が 1811 年に残しているそうです。男鹿

のなまはげは日本における「来訪神：仮面・仮装の神々」の 10件のひとつとして、2018 年にユネスコ世界無形文

化遺産にも登録されました。 

ジオパークの活動にはさらに災害伝承もあります。この地には 1810 年（文化 7）の地震、1939 年の男鹿地震、

1983 年の日本海中部地震の慰霊碑が残され、特に日本海中部地震の津波の被害はまだ記憶に新しく、語り継がれ

て後世への警鐘とされています。 

今回は高橋さんから男鹿半島・大潟ジオパークについて多方面から語っていただき、その魅力を堪能した勉強会

でした。                                      （藤井（久） 記） 

 

■山こい倶楽部 第 128回守門岳 

日時：7月 4日（土)6:16～16:28 参加者：竹山、中澤（均）、中澤（美）、漆原、加納、大谷、田口、松井 合計 

8名 歩行時間:約 10 時間 

歩行距離：上り 1,257 m、下り 1,257 m 

行程：7 月 4 日（土）6:16 守門岳二口登山口出発→7:02 護人清水→8:21 滝見台→9:39 大岳分岐→10:23 青雲岳→

10:51 守門岳→11:17 青雲岳（昼食）→12:07 大岳分岐→13:14 大岳→14:10 第二展望台→14:45 キビタキ避難小屋

→15:24 保久礼小屋→15:59保久礼登山口→16:28二口駐車場 

 

7 月 3 日 8 時に鷺沼駅に総勢 8 名が集合し 2 台の車に分乗し一路魚沼市の

道の駅いりひろせへ移動。道の駅付近の鏡ヶ池と鷹待城跡を見学後近くの民

宿に投宿。民宿の部屋の前のオニグルミの木にサンショウクイが数羽止まり

しばし観察会となる。翌朝は梅雨の晴れ間となり青空が広がる中を二口登山

口から登り始める。ブナなどに覆われた森の山道は昨日までの雨で濡れ滑り

やすい。中間点の滝見台付近で稜線に出てようやく視界が開ける。途中シロ

シタホタルガの幼虫が多数ついているサワフタギの木を見つける。幼虫の模

様がジブリ映画のネコバスを連想させて面白い。大岳分岐から守門岳への稜線はサギソウ、ニッコウキスゲ、タ

ニウツギ、ハナニガナ、ウラジロヨウラクツツジ、アカモノなど多くの

花々が迎えてくれる。途中穏やかな草地の山頂を持つ青雲岳を越えほぼ予

定の時刻に守門岳（袴岳）山頂に到着。守門岳とは袴岳、青雲岳、大岳の

三峰の総称で一般的に 1,537 m の主峰袴岳を守門岳と称している。山頂か

らは浅草岳、越後駒ヶ岳、青雲岳、大岳、越後平野など 360 度見渡せる。

青雲岳まで戻り昼食後大岳へ向かう。大岳分岐より一旦下り、大岳までの

130 mほどの登り返しがこたえるが今回の目標の花ヒメサユリが次々に現れ

力をもらう。大岳山頂からの下りは湿った赤い粘土質の斜面に何度も滑り

ながらキビタキ避難小屋へ下り続ける。朽ちかけた避難小屋では名前の通りキビタキの囀りが静かな森に響き渡

る。保久礼登山口からは車道を下りようやく二口登山口に到着した。行動時間が 10 時間は山こいでは最も長いも

のであった。                                      （松井 記） 
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☕リレーエッセイ 

原体験の価値は、AI 時代にこそ高まる 
 

 

 

R7 米倉 美穂  
2025 年頃から生成 AIは急速に普及し、仕事だけでなく日常生活でも当たり前の存在になりました。自然体験イ

ベントに最適な場所をピックアップし、イラストを描き、スケジュールを組み立て、持ち物などを含めた告知 Web

サイトまで作ってくれる時代です。そんな時代だからこそ、私は森林インストラクターの価値はこれまで以上に

高まると考えています。 

AI は知識を教えることは得意ですが、森の匂い、土の感触、木漏れ日の美しさ、いきものと偶然出会った時の

感動までは再現できません。五感を使った「原体験」は人にしか提供できない価値です。デジタルネイティブ世

代は、生まれた時からスマートフォンやインターネットがある環境で育っています。だからこそ、「本物」を求

める傾向も強くなっています。情報は AI で簡単に手に入りますが、その先

にある「実際に体験したい」という気持ちは、むしろ高まってきていると

感じています。 

一方で、私たちがその世代に森林の魅力を届ける方法は、アップデート

する必要があります。私自身、親子向け自然体験を企画する中で、AI を積

極的に活用しています。 

Canva（キャンバ）という AI ツールは、誰でも簡単にデザイン制作がで

きるサービスです。活動案内やチラシだけでなく、観察した昆虫や植物を

まとめたオリジナル図鑑や、自然観察しおりなども短時間で作成できます。写真やイラストを組み合わせながら

視覚的に情報を整理できるため、参加者が活動の「ねらい」を理解しやすくなり、学びを家庭へ持ち帰る教材と

しても活用できます。 

Claude Code（クロードコード）は、生成 AI との対話を通じてプログラムを作成、修正できる開発支援ツール

です。専門的なプログラミング知識がなくても、AI に日本語で要望を伝えることで、簡単な Web サイトやアプリ

ケーションを短時間で作成できます。森林インストラクターであれば、観察記録アプリや樹木検索ツール、イベ

ント申し込みページなどの作成にも活用できます。 

このように、生成 AI を活用すれば、これまで専門業者に依頼していたこと

が、自分たちでも実現できる時代になっています。しかし、AI はあくまで道

具です。どれだけ便利になっても、伝えるべき中身がなければ意味がありま

せん。森での感動や参加者との出会い、失敗も含めた経験こそが、本当の価

値になると強く思います。 

その価値を知ってもらうためには、発信も重要です。SNSは個人の日記から、

自分自身や活動を伝える「自己ブランディング」のツールへと変化しました。

定期的な情報発信を続け、共感してくれる人とのコミュニティを育てていく

ことも、これからの森林インストラクターに求められる力ではないでしょう

か。 

もちろん、発信には配慮も必要です。個人情報保護への意識は年々高まっ

ており、参加者の顔写真をそのまま掲載することは慎重に判断しなければな

参加者に配布している図鑑やしおり 

こども・大人も自然体験を 
求めている 
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りません。写真利用の同意取得や位置情報への配慮など、私たち自身も時代に合わせて知識を更新していく必要

があります。 

人にしか提供できない原体験の価値を AI の力も借りながら、より多くの人へ届けていくことが、これからの森

林インストラクターの役割のひとつではないかと思います。 

 

☕月間ブックレビュー

書 名：「むなしさ」の味わい方 

著 者：きたやまおさむ 

出版社：岩波書店（新書） 

発行日：2024年 1月 

価 格：920円（税別） 

感 想： 

SNSが氾濫する昨今、人々の心にも様々な影響が懸念され

ています。SNS は次々に生じる「心の間（むなしさ）」を埋

め合わせることに利用されますが、一方で仲間からの疎外

感を生み、自己肯定感を減退させるなどのマイナス面もあ

ります。情報社会が却って「むなしさ」を大きくするな

か、本書はどう「むなしさ」と生きていくかを提案してい

ます。筆者のきたやまおさむ（北山修）はかつて「戦争を

知らない子供たち」で日本レコード大賞作詞賞を受賞。医

学部卒業後は精神科医、医学部教授を経て、現在白鷗大学

学長です。 

「すまない」という謝罪の言葉があります。筆者は物事

を「済まない」状態に置いておくことから来ていると考え

ています。人との関係において、相手が完全に悪い、自分

が完全に悪いと決めつけず、妥協しながら、お互いさまを

かみしめることが大切です。「すまない」ものを「心の内の奥の沼」に置いておき、ゆっくりと時間をかけて消化

するゆとり、「むなしさ」を味わう緩衝地帯を持つことが重要です。 

ゆっくり、ゆったり、ゆとり、よゆう（余裕）、ゆうぎ（遊戯）、ゆるす（許す）、などなど、心理的な解放をもた

らす日本語には「ゆ」という音が共通しているようです。また「ゆ」の音は「湯」のぬくもりを連想させます。 

「むなしさ」を感じるとき、何かをしようとせず、自分ではどうしようもないという諦めのもと、許される「ゆ」

に身を任せるのも一法だとしています。 

北山さんのザ・フォーク・クルセダーズの「帰って来たヨッパライ」の大ヒットは私が中学 1 年の冬でした。

その後の活躍はご存知の通りですが、時代の若者の心を引きつけ続けた彼の詩は、心理学者としての分析から生

まれているのかもしれません。本書では盟友で作曲家だった加藤和彦が 2009 年に自死されたことにも触れ、親友

の抱える「むなしさ」に寄り添えきれなかった無念さについても語られています。        

（佐藤淳 記） 
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☕掲示板

7月度の会員異動  

7月31日現在  会員数174名 

 

月例会が開催されました 

日 時：7月 31日（金）17:30～19:00  

かながわ県民センター 

出席者：理事11名、監事2名、会員3名  合計16名 

 

次回月例会 

日 時：9月 25日（金）19:30～ ZOOM開催 
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編集後記 

そろそろ会報編集に助っ人を求めたいと思っ

ております。関心ある方は投稿用メールアド

レスまで。私は森林での活動実績が全くない

状態で JFIK に入会しました。そんな私でも無

理なく努めております（はなわ） 
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